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防
犯
、
交
通
安
全
意
識
の

高
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
年
後
の
こ
の
ま
ち
を
見
て
み
よ
う

防
犯
・
交
通
安
全

5
年
後
の

め
ざ
す
姿

SDGsとは、2030年までに
持続可能でよりよい世界を
めざす国際目標です。17の
ゴール・169のターゲット
で構成されています。市でも

「誰一人取り残さない」まち
づくりを進めていきます。

　

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
犯
罪
や
事
故
に
遭
わ

な
い
行
動
を
と
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

見
守
り
や
支
え
合
い
に
よ
る
防
犯
・
交
通

安
全
力
の
向
上
が
必
要
で
す
。

3 つのミッション

No.3

　
　

 
特
集 

桑
名
市
総
合
計
画
を
ひ
も
と
く

防犯パトロールで啓発グッズを配布しています。

市
内
の
犯
罪
と
交
通
事
故
情
報

交通安全啓発動画
撮影シーン

　

市
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
お
よ
び
交

通
事
故
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
が
被
害
者
と

な
る
犯
罪
へ
の
不
安
は
依
然
と
し
て
解
消

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
で
も
、
還
付
金
詐
欺
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
は
後

を
絶
た
ず
、
手
口
も
巧
妙
化
し
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
、
昨
年
に
13
件
、
総
額

約
２
１
０
０
万
円
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。「
自
分
は
絶
対
に
大
丈

夫
」
と
思
わ
ず
、
危
機
意
識
を
強
く
持
ち
、

被
害
に
遭
わ
な
い
、
遭
わ
せ
な
い
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

精
義
小
学
校
・
P
T
A
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
と
す
る
子
ど
も
の
見

守
り
と
交
通
事
故
防
止
活
動
、
自
治

会
・
介
護
施
設
な
ど
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
の
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」

と
い
う
意
識
の
も
と
、
登
下
校
中
の

子
ど
も
の
見
守
り
や
、
授
業
中
も
校

舎
内
や
学
校
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
、
不
審
者
警
戒
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
定
期
的
に
広
報
紙
を
作
成
し
、

防
犯
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

青
色
パ
ト
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。
登
下

校
時
や
朝
夕
の
散
歩
時
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
不
審
者
や
不
審
車
両
の
地
域
内

侵
入
、
子
ど
も
へ
の
声
か
け
と
い
っ

た
犯
罪
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
散
歩
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
買
い
物

な
ど
の
外
出
時
に
防
犯
グ
ッ
ズ
を
身

に
つ
け
る
」「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け

を
行
う
」
な
ど
の
啓
発
、
生
活
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
や
見
守

り
活
動
に
積
極
的
で
す
。
空
き
巣
・

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
、
の
ぼ

り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
を
し
た
り
、

学
校
と
連
携
し
た
交
通
事
故
・
不
審

者
対
策
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
活
動
す
る
防
犯
団
体
を
一
部
紹
介
し
ま
す

防
犯
活
動

精
義
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

日
進
地
区
防
犯
委
員
会

松
ノ
木
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

野
田
地
区
見
守
り
隊

2 4

1精義安全パトロール隊ののぼり啓発 2松ノ木地区の青パト 3日進地区の防犯カメラ設置 4野田地区の見守り隊
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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

交
通
安
全
啓
発
活
動

　

市
、
警
察
、
関
係
機
関
で
組
織
す

る
「
桑
名
地
区
交
通
安
全
対
策
会

議
」
で
は
、
交
通
安
全
の
啓
発
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
四
季
の
交
通
安
全
運
動

期
間
に
啓
発
動
画
を
作
成
し
、
市
内

の
店
舗
や
金
融
機
関
な
ど
で
放
映
し

た
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
放
送

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
配
信
に
よ
る
広
報

啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

特
殊
詐
欺
被
害
防
止

啓
発
活
動

　

市
、
桑
名
地
域
生
活
安
全
協
会
な

ど
が
連
携
し
、
特
殊
詐
欺
被
害
に
遭

い
や
す
い
高
齢
者
を
対
象
に
、
防
犯
講

話
の
開
催
や
啓
発
物
品
を
配
布
し
て
、

広
報
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

市公式ユーチューブ

自
治
会
や
学
校
、
事
業
者
、
警
察
、
行
政
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

交通事故発生状況
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条例の制定や体制の見直しで安全安心なまちへ
刑法犯認知件数は減少傾向を維
持しているものの、子どもや女
性が被害者となる犯罪が依然発
生している。
高齢者が被害に遭いやすい特殊
詐欺が後を絶たない。
死亡事故件数、人身事故件数は
減少傾向にあるものの、総事故
件数を大幅に減少させるに至っ
ておらず、自転車事故も後を絶
たない。

過
去

この記事に関するお問い合わせは、秘書広報課へ（☎ 24-1492　  24-1119）

「桑名市安全安心で公正な地域社会の実現に関する条例」を制定し、
市民の安全安心と公正にかかる条例の基本条例と位置づけました。

現
在

5
年
後
の
め
ざ
す
姿

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

●
犯
罪
情
報
の
共
有
、

　

地
域
防
犯
体
制
の
充
実

●
交
通
危
険
箇
所
の
改
善
、

　

交
通
安
全
施
設
の
充
実

防
犯
・
交
通
安
全

No.3桑名市を良くする
3 つのミッション

4

こ
れ
も聞き

た
い

　

子
ど
も
が
自
転
車
に
乗
り
始
め
て
、事
故
が

心
配
で
す
。注
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
小
学
生
の
交
通
事
故
の
特
徴
と
し
て
、
①
交

差
点
で
の
出
合
い
頭
事
故
②
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用

③
安
全
不
確
認
が
多
い
で
す
。
子
ど
も
に
は
次
の

こ
と
を
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
一
度
止
ま
っ
て
」
安
全
確
認

　
交
差
点
や
見
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
、
一
度

止
ま
り
、
歩
行
者
や
車
が
来
て
い
な
い
こ
と
を

し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

ヘ
ル
メッ
ト
で
大
切
な
頭
を
守
ろ
う

　
交
通
事
故
や
自
転
車
で
転
倒
し
頭
を
強
打
す

れ
ば
、
命
に
関
わ
り
ま
す
。
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
、
あ
ご
紐
を
締
め
ま
し
ょ
う
！

QA
市民編集員の

黒木さん
（30 代 女性）

〇

防
犯
・

交
通
安
全

№3

　
今
月
の
特
集
は
「
防
犯
・

交
通
安
全
」
で
す
。
市
民
満

足
度
調
査
の
結
果
か
ら
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
重

要
な
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

総
合
計
画
の
中
で
も
、
3
つ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し

て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
項
目
で
す
。

　
こ
の
特
集
で
も
取
り
上
げ

て
い
ま
す
が
、
実
際
、
桑
名

市
の
犯
罪
件
数
や
交
通
事
故

件
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
桑
名
地
域
生

活
安
全
協
会
や
桑
名
地
区
交

通
安
全
協
会
、
警
察
・
事
業

者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

機
関
が
連
携
し
て
防
犯
活
動
、

交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
た
ま
も
の
で
あ
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
と
は
い
え
市
民
の
皆
さ
ん

の
実
感
と
し
て
、
最
近
治
安

が
良
く
な
っ
た
、
と
は
感
じ

に
く
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
凶
悪
な
犯
罪
や
悲
惨

な
事
故
が
繰
り
返
し
報
道
さ

れ
た
り
、
新
た
な
形
態
の
犯

罪
が
発
生
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
不
安
な
気
持
ち
が
増
幅

さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
体
感
治

安
」
が
向
上
し
な
い
、
と
い

う
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
「
正
し
く
恐

れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
件
や
事
故
が
減
少
し
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
油
断
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
、
ど

ん
な
事
件
や
事
故
が
増
え
て

い
る
の
か
現
状
を
把
握
し
て
、

正
し
く
恐
れ
て
、
対
策
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
夕
暮
れ
時
は
、
歩
行
者
の

交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
夕
方
の
外

出
を
一
切
や
め
る
と
い
う
の

は
恐
れ
す
ぎ
で
す
。
運
転
者

か
ら
見
え
や
す
く
す
る
た
め

に
、
目
立
つ
色
の
服
を
着
る
、

反
射
材
を
身
に
つ
け
る
、
と

い
っ
た
具
体
的
に
実
施
で
き

る
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
特
殊
詐
欺
」

で
す
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
架

空
料
金
請
求
詐
欺
、
還
付
金

詐
欺
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
振

り
込
め
詐
欺
」
も
手
口
が
巧

妙
化
し
て
い
ま
す
が
、
生
活

安
全
協
会
は
、
最
新
の
手
口

な
ど
を
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

対
策
を
考
え
る
た
め
に
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 3つの
ミッション

昨年、藤が丘小学校のパト
ロールを警察や関係機関と
一緒に行いました。

身近で発生する
犯罪の減少

刑法犯の認知件数

令和3年

620件

5年後減少へ

●地域が連携して防犯
に取り組むまち

●交通マナーやルール
が守られ、安全な交
通環境の整備された
まち

指標
家庭

地域

行政 関係
機関

が取り組みます！が取り組みます！ 市市民

●市民と行政が一体となった防犯
体制の構築を行います。

●参加・体験・実践型の講習を
拡充し、効果的な交通安全教
育を進めることで市民の交通安
全意識を高めていきます。

●「自分たちの地域は自分たちで
守る」という意識をもって、地域
の絆で、犯罪のない安全で安心
して暮らせる環境づくりに取り
組みましょう。

●交通安全意識を高め、交通ルー
ルやマナーを守りましょう。

〇

〇

安全安心で公正な地域社会の実現に関する条例

〇

特殊詐欺根絶条例

暴力団排除条例

犯罪被害者等支援条例

交通安全条例

職員の公正な職務の執行の確保に関する条例

不当要求行為防止対策委員会条例

「桑名市安全安心推進協議会」の体制を見直し、より強固な協力
連携体制の構築しました。

〇

〇〇

ゾーン30などの
交通安全対策の整備地域での防犯啓発活動

昨
年
10
月
か
ら
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
お
子

さ
ん
が
自
転
車
に
乗
る
時
も
必
ず
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

犯罪や事故の状況


